
団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 72.3 ％） （達成度 110.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 89.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 127.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 0.0 ％） （達成度 ％） Ｄ Ａ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ａ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

〇今後も引き続き個
別相談会ではな
く、より実現性の
高い経営計画策定
のために専門家派
遣も活用しながら
伴走型支援を強化
して経営計画策定
の支援を実施す
る。

インボイス制度の
影響で消費税に関
しての相談が多く
みられた。

税務署と連携し、
記帳継続指導指導
会のパンフレット
を設置し、新規開
業者及び初めて青
色申告を行う事業
者を中心に記帳継
続指導会及び記帳
機械化対象者の募
集を積極的に行っ
ていく。

需要のある講習会
については開催日
を増やすなど工夫
をして、一層満足
していただけるよ
う開催していく。

実績
数値

目標
数値

100
実績
数値

94
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価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査
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全業種において物価高騰
などの社会情勢の影響も
あり、改善傾向にはある
がまだまだ厳しい経営状
況となっている。
経営の改善に向けて「今
後取り組みたいと考えて
いる」課題を「全業種」
でみると、【商品・サー
ビス・技術】では「新規
顧客開拓への取組み」が
最も多く、次いで「新商
品・新サービス等の開
発」がとなっている。
【人材・経営】では「人
材確保・育成」がと最も
多く、次いで「コスト削
減」がとなっている。資
金繰りなどは４期連続悪
化など厳しい状況にもあ
り得られた情報を今後の
支援に活かす。
今回の調査結果を生かし
て、企業が求めている経
営改善に向けた地域の
ニーズ把握し経営支援を
実施することができた。

実績
数値

目標
数値

54
実績
数値

69
目標
数値

調査・広報事業

中小・小規模事業者関連の施策に反映するため
に、経営実態・地域景気動向・消費者動向などを
把握する調査事業を実施する。

企業景況アンケートの回答事業所数は94事業所であ
り、業種別に建設業30事業所(31.9％)、製造業15事業
所(16.0％)、卸小売業14事業所(14.9％)、飲食業6事
業所(6.4％)、サービス業29事業所(30.8％)となって
おり、業種別にアンケート集計した。

小規模事業者

指標
回答回収件数

講習会開催回数及び受講予定者数
(税務、法律、IT、労務)
個別　 48回　69人

小規模事業者

指標
講習会等受講者数

目標
数値

指標

より高度
な事業計
画策定の
ために、
専門家派
遣を活用
して伴走
支援を実
施したた
め

目標
数値

10
実績
数値

0
目標
数値

指標
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価
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価実績
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講習会等受講者数
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果

巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤の弱い小規模事業者を中心に、経営指導
員等の商工会職員が事業所へ訪問し、事業資金や
融資等の金融相談、決算・確定申告の相談指導、
労働保険等の相談指導、情報化支援相談、経営安
定のための共済制度の促進等経営改善に資する指
導を行う。

・巡回窓口指導実企業実績410事業所
・巡回窓口指導延件数976件
（うち創業支援1事業所19件）
（うち非会員9事業所32件）
・課題解決提案件数 33件
・経営革新承認件数 2件

記帳継続指導 小規模事業者

指標
指導延回数

指標

小規模事業者

指標

目標
数値

1350
実績
数値

目標
数値

30

・指導対象者数　　    64人
・指導延日数　　　   532日
・指導延回数　　　　 616回
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売上向上、利益確
保を通して経営改
善が図れるよう支
援する。経営改善
に資する国県市の
施策の活用をして
もらえるよう相談
に乗り、今後も気
軽に相談できる頼
れる支援機関とな
るように努める。

一括アン
ケート回
収88件

事

業

者
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結

果

指標

経営に関する各分野に対
する知識、情報等が取得
でき、技術指導による知
識の取得、向上が図られ
た。また、経営に対する
考え方の見直しによる経
費削減などの意識の向上
も図られ、直接的な指導
によるキメ細かなアドバ
イスを受けることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会開催回数及び受講予定者数
集団　　7回 　76人
個別　 20回　164人
計  　 27回　240人
※内広域連携分2回（9人）含める

小規模事業者

指標

目標
数値

177
実績
数値

240

2024年度事業実績報告の概要(小規模事業経営支援事業費補助金関係)

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

目標
数値

687
実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

目標
数値

指標

指標

各分野の専門の先生と１
対１で不明点を確認でき
納得できる回答を得られ
ることができる。

616
目標
数値

実績
数値

個人で青色申告を選択し
ている事業主を対象に、
日常の記帳の仕方から決
算書の作成に至るまで
を、それぞれ業種・事業
所にあった形でわかりや
すく指導し、自ら記帳す
ることにより経営内容を
把握し、経営の安定化に
繋がった。

総
合
評
価

Ａ

講習会等受講者数

記帳指導職員を中心とした商工会の職員が、個人
事業主を対象に正しい記帳方法や決算・申告の指
導を行い、適正な税務申告と経理処理による経営
力の向上に結びつけていく。

講習会

経営に関する様々な問題解決に対応するため、小
規模事業者が必要な知識を習得することで、事業
者の資質向上と円滑な事業運営に資することを目
的とする。

講習会
(伴走型小規模事業

者支援事業)
※事業計画策定支

援

経営に不安を抱えている小規模事業者や、事業の
拡大を希望する意欲ある小規模事業者を掘り起こ
す。また、小規模事業者には事業計画策定の重要
性を理解してもらい、実現性の高い経営計画の策
定に資することを目的とする。

今年度個別講習会は実施せず。

小規模事業者

講習会(尾張旭市
受託事業)

尾張旭市内商工業者の事業経営の諸問題を解決
し、事業の健全化を図るとともに、商工振興に寄
与することを目的とする。

巡回窓口指導延件数
指標

課題解決提案件数 　商工会職員が地区内小
規模事業所へ訪問、又は
商工会窓口へ来訪し経営
に関する相談など、事業
者が直面している、経営
課題、補助金、資金繰
り、販売促進、税務、労
務等の問題について親身
に相談指導を行うことで
経営改善に資することが
できた。

実績
数値

33976
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団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

2024年度事業実績報告の概要(小規模事業経営支援事業費補助金関係)

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.0 ％） （達成度 115.6 ％） Ａ Ａ 下げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.7 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 83.4 ％） Ａ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 107.9 ％） （達成度 107.5 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり
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経費削減のため自
社にて手続きをす
る事業所が増えて
きた。特別加入等
事務組合のメリッ
トを説明し少しで
も委託事業所数を
増やしていきた
い。

労働保険事業

労働保険の各種手続きから保険料の申告・納付
等、労働保険に関する作業を、事業主の委託を受
けて事務代行を行い、小規模事業者の負担を軽減
することを目的とする。

目標委託事業所数133件。
7・11・2月の3回に分けて保険料を納付する。

小規模事業者

指標
委託事業者数

福利厚生事業

①定期健康診断・生活習慣病検診の実施
　定期健康診断・生活習慣病検診の実施が、労働
基準法・労働安全衛生法等により義務付けられて
いる。そうした中、特定健康診査・特定健康指導
も導入され、事業主の従業員に対する健康管理責
任が重くなってきている。商工会として各事業所
の一助としてこの事業を実施するものである。
②小規模企業者相互の交流と従業員間の交流を図
り、雇用の持続的な安定と企業の健全な育成に資
することを目的とする。

①検診日：10月29日～11月2日、5日～8日、11日、12
日の11日間で349名が受診
　検査項目
　１）定期健康診断：一般健診、胸部レントゲン、尿
検査、
     心電図検査、血液検査等
　２）生活習慣病検診：胃検診、眼底検査、
     追加検査：肝炎検査、腎臓、痛風など
②会員交流親睦旅行　37名 小規模事業者

指標
健康診断受診者数

目標
数値

371
実績
数値

349

一括アン
ケート回
収84件

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価32

参加人数 ①定期健康診断・生活習
慣病検診を実施すること
により、労働基準法・労
働安全衛生法等を遵守
し、特定健康診査・特定
健康指導の導入により、
事業主の従業員に対する
健康管理責任を達成する
ことができた。
②参加後にそれぞれの事
業所での仕事の依頼等を
したという話が数件入っ
てきたため、参加者同士
の交流がしっかりでき
た。

総
合
評
価実績

数値
37

事

業
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結

果目標
数値

指標

実績
数値

133
目標
数値

指標

労働保険に関する事務手
続き及び納付手続き、雇
用保険に関する事務手続
きなど事業主の事務負担
を軽減し労働保険料の納
付を３回に分けることが
できた。
労災保険に加入すること
ができない事業主やその
家族も労災保険に加入で
きる特別加入を利用する
ことができた。

目標
数値

133
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一括アン
ケート回
収82件

目標
数値

40
実績
数値

41
目標
数値

実績
数値

雇用促進事業

優良従業員表彰事業は、永年にわたり地域産業に
貢献した企業の従業員で勤務成績が優秀であって
他の模範となる者を表彰し、今後一層の勤務意欲
高揚に資することを目的とする。ひいては、事業
所の発展につながるものである。

勤労感謝の日に合わせ、その前後の日程で表彰式を実
施した。
表彰内容
①知事賞：中小規模事業所に勤続年数20年以上・・・
1名
②市長賞：勤続年数20年以上・・・8名
③市議会議長賞：勤続年数20年以上・・・3名
④県連会長賞：勤続年数15年以上・・・0名
⑤県連支部長賞：勤続年数10年以上・・・0名
⑥商工会長賞：勤続年数5年以上・・・29名

小規模事業者

指標
被表彰者数

指標

功績があった従業員を表
彰することで、勤労意欲
の向上を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ
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交流事業のみなら
ず、資質向上のた
めの講習会や研修
会なども実施して
いきたい。

一括アン
ケート回
収81件

目標
数値

264
実績
数値

250
目標
数値

実績
数値

部会・委員会

商業・工業・建設業等の各部会活動を行い、参加
企業の発展に資することを目標とする。

[ 幹事会・委員会開催回数/延出席予定者数]
工業部会　 　13回/73人
建設業部会　 7回/73人
商業部会　   14回/104人

小規模事業者

指標
参加延べ人数

指標

部会員のニーズや交流を
目的とした事業を実施す
ることができた。

総
合
評
価

Ａ
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研修事業を通じ
て、青年部員及び
女性部員の資質向
上を図る。
また、地域振興事
業等の実施により
地域社会の発展に
寄与し、
さらには、部員間
の団結を深める。

一括アン
ケート回
収82件

目標
数値

80
実績
数値

64
目標
数値

169
実績
数値

141

青年部・女性部

商工業者の後継者である青年、若手経営者及び商
工業に携わる女性に対し、経営に必要な知識の習
得や資質の向上を図るための講習会や研修会を開
催し、事業所の発展と振興を図る。また地域の発
展に寄与する。

青年部　 研修会　  　　　　　  1回  21名
　　　   講習会　　     　　　 2回　39名
　　　　 活動推進研修会        1回　 4名
女性部　 研修会・講習会        6回　86名
　　　　 環境美化事業          7回　41名
　　　　 地域振興事業          1回　14名 小規模事業者

指標
青年部講習会等の参加人数

指標
女性部講習会等の参加人数 研修事業を通じて、青年

部員及び女性部員の資質
向上を図ることができ
た。また、地域振興事業
等の実施により、地域社
会の発展に寄与し、更に
は、部員間の団結を深め
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

令和7年度より県
の補助金を活用
し、長期スポン
サーが見込めず、
維持管理に経費が
かかっている物件
については撤去作
業を行っていく。

一括アン
ケート回
収82件

目標
数値

300
実績
数値

299
目標
数値

実績
数値

商店街・街づくり
事業

地域の環境整備の一環として、市内の発展会等へ
訪れる方に快適なショッピング環境を提供し、魅
力ある街づくり、商業環境づくりを促進し活性化
を図る。

街路灯管理
　約500本の街路灯を維持管理し、店舗の広告宣伝及
びライトアップによる防犯等地域貢献としての事業を
実施した。
通電基数299基を維持した。

小規模事業者

指標

街路灯設置基数
（通電基数）

指標

街路灯を設置すること
で、店舗管理としてのイ
メージアップ効果と事業
所の看板を設置すること
で、事業所、発展会等の
PRとともに、周辺を明る
くすることで地域住民へ
の防犯にも役立ってい
る。

特別協賛及び広告協賛す
ることにより、一般市民
への周知を図り事業所Ｐ
Ｒに繋げた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

積極的に協賛して
いただけるよう内
容を工夫し協賛数
を増やしていきた
い。

一括アン
ケート回
収８５件

個別アン
ケート回
収１１件

目標
数値

76
実績
数値

82
目標
数値

40
実績
数値

43

祭典事業

市民祭等を開催することで、その集客力を活かし
て地域の経済活動を促進する。また、小規模事業
者に対しては、廉売市へ出店することで売上増加
を見込み、市内事業所への広告宣伝・ＰＲに役立
て、地域の総合的な振興を図ることを目的とす
る。

市民祭実施に伴う協賛及び廉売市への出店（10月12
日、13日開催）
・特別協賛　　　　　       …19企業
・広告協賛                 …63企業
・廉売市（食の広場）       …10企業
・廉売市（買物広場）       …12企業
・廉売市（グルメコーナー） …21企業

小規模事業者

指標
協賛数

指標
出店者数



団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

2024年度事業実績報告の概要(小規模事業経営支援事業費補助金関係)

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 67.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 110.0 ％） （達成度 105.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 360.0 ％） （達成度 360.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

〇

指標

研修会・セミナー参加者満
足度

若手後継者等育成
事業

（１）若手後継者及び経営者育成講習会
目的：若手後継者及び経営者の育成
　経営者には迅速で柔軟な対応が求められてい
る。そのため、状況に応じてその都度青年部員同
士で検討し、経営の改善や継続に必要と考える講
習を定期的に行っていく。

（２）（３）商工会青年部・女性部全国大会参加
目的：青年部・女性部指導者の資質向上
　指導的立場の者が全国大会に参加することによ
り、全国各地の先進活動事例等に対する知見を深
め、今後の青年部女性部活動の活性化を図る。ま
た、交流会などで他県の部員などとの情報交換も
可能であるため、今後の青年部女性部活動の活性
化と部員の成長に役立てることを目的とする。

(共同)東尾張支部商工会女性部　活動推進研修会
商工会女性部は、地域振興発展の力強い協力者・
推進者となるべく、使命感を持って、組織活性化
の原動力となるとともに、社会一般の福祉の増進
に努め、豊かなまちづくりの担い手となる必要が
あることから、今般、東尾張支部商工会女性部部
員を対象にセミナーを開催し、商工女性として必
要な幅広い知識の習得と、女性部活動の推進を担
う組織リーダーとしての意識高揚、指導力醸成を
図り、もって地域商工業の持続的発展に寄与す
る。

（１）経営者講習会の具体的内容
　　講師：山田祥美氏、磯村亮太氏
　　開催時期：令和６年８月７日、
　　　　　　　令和６年９月１７日
　　参加予定人数：延べ４４名
　　対象者：青年部員等若手経営者・後継者

（２）（３）商工会青年部・女性部全国大会参加の具
体的内容
　商工会青年部全国大会への参加
　　開催日：令和６年１１月２７・２８日
　　開催場所：大阪
　　参加予定者：青年部長１名、副部長２名
　商工会女性部全国大会参加
　　実施時期：令和６年１０月２３日
　　実施会場：三重県
　　参加人数：３名（女性部正副部長）

(共同)東尾張支部商工会女性部　活動推進研修会
　　開催時期：令和７年２月３日
　　参加者数：７２人

研修会・セミナー参加者満足度　８０％

小規模事業者

指標
（１）講習会参加者数

指標
創業セミナー参加者数

創業支援事業

創業予定者に対してより専門的な支援を行ってい
くため、尾張旭市、瀬戸信用金庫、日本政策金融
公庫と連携して支援体制を構築し、支援を行って
いく。

・ワンストップ相談窓口の開設　創業予定者相談回数
延べ 18件
・創業セミナーの開催　　　5回　延１８名受講（経
営、財務、人材育成、販路開拓）

創業予定者

指標

ワンストップ相談窓口相談
回数

目標
数値

総
合
評
価

今後も他の支援機
関との連携を図り
創業支援を実施す
る。

一括アン
ケート回
収94件

Ａ
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の
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業
評
価
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業

者
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の
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結

果

創業を支援する上で、他
の支援機関と支援ネット
ワークを構築し、効果的
な支援を行うことができ
た。また、今年度も過去
に創業セミナー受講者を
対象にしたフォローアッ
プセミナーでは売上向上
に向けた販路開拓への取
組みをテーマとしたセミ
ナーを実施し、また参加
者と支援機関との創業後
の意見交換会を行い新た
な支援体制を作ることが
できた。

40
目標
数値

80%

5
実績
数値

18
目標
数値

5

目標
数値

実績
数値

44
実績
数値

84%

18
実績
数値

人間がもともと持ってい
る色への感性を改めて学
ぶことができた。実際に
画像を２つ並べて色や形
がどのような影響を与え
て、どのようなターゲッ
ト層を狙えるのかという
のを解説していただい
た。部員同士で話し合う
ことにより、効率的なチ
ラシや空間作りは色や書
体でものすごく印象が変
わるのが実感でき、チラ
シ、SNS、オフィスなど
で活用できるため、効果
見込める高い講習である

 ことがうかがえた。プロ
サッカー選手のキャプテ
ンとして活躍をしてきた
経験から、職場のトップ
としてどのような人間に
なるべきか、また、目
的・目標を達成するため
に各ポジションでの役割
の大切さなどを学ぶこと
ができた。若い従業員等
を抱える事業者も多く、
令和時代の従業員との接
し方や、応援してもらえ
る経営者・役員・新人の
育成としても有益な研修

         となった。
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価

Ａ
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価
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者
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の
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査

結

果

観光協会と連携
し、特産品ガイド
を作成・配布し幅
広くＰＲ活動をし
ていきたい。

一括アン
ケート回
収８１件

目標
数値

37
実績
数値

25
目標
数値

実績
数値

産業活性化事業

尾張旭市内の企業を中心として、｢特産品｣と｢商
品開発｣の研究を行い、新たな市場へチャレンジ
することによって企業の発展に役立てる。また、
観光協会とタイアップし、地域の産業と観光産業
の活性化を図り、観光振興事業として、市を訪れ
る観光客、市民の土産品の需要に応えるため、特
産推奨品を認定することにより観光産業に寄与す
る。

令和４年度中に行われた特産推奨品審査会において、
認定された特産品に対し、今回認定期間（R5.4.1～
R7.3.31）中に積極的に販売及びＰＲを行った。
・ＰＲ方法：イベント等でのリーフレット配布、ホー
ムページ、広報誌への掲載
・販売方法：イベントなどでの出店　特産品推奨品目
数：25

小規模事業者

指標
特産認定数

指標

・市内外に対し、特産品
の販路を拡大すること
で、売上げアップと利益
還元に繋がった。
・特産品を広くＰＲする
ことで、地域やお店の知
名度を上げることができ
た。

総
合
評
価

Ａ
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の
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業
評
価

事
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者
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の
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査

結

果

現行どおりに小規
模事業者の役立つ
情報を提供してい
く。
必要に応じてペー
ジ配分を変更し
て、情報提供す
る。

一括アン
ケート回
収８６件

目標
数値

12
実績
数値

12
目標
数値

実績
数値

情報化推進事業

毎月異なる施策記事及び商工会内部の部会活動記
事等を商工会だよりに掲載する。施策記事に関し
ては経営に役立て、部会活動記事については部会
等の魅力を知ってもらうことを目的とする。ま
た、事業所のＰＲや地域振興事業に関係する記事
も掲載する。

・商工会だより毎月発行・・・毎月異なる施策記事を
掲載

小規模事業者

指標
発行回数

指標

各種施策や補助金などに
ついて会員事業所へ積極
的に情報提供ができた。
また、商工会の事業など
についても幅広く知って
もらえた。

青年部員が中心と
なり、若手後継者
や経営者の資質向
上につながる講習
会を開催してい

く。また、青年部
全国大会にも参加
し、全国での様々
な事例を学び、企
業の発展につなげ

る。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者
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の

調

査

結

果

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


